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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームと、
　前記フレームの内側空間に配置され、宝石とこの宝石を固定する台座とを備える装飾部
材と、
　前記装飾部材の台座に貫通された支持孔と、
　前記支持孔に挿通され両端が前記フレームに固定される線状の支持部材と、を備え、
　前記支持孔の全長に亘って支持孔の頂部に線接触する前記線状の支持部材によって前記
装飾部材を前記フレームに対して揺動可能に支持する身飾品。
【請求項２】
　前記支持孔は全長に亘って断面形状が同一の円形である請求項１に記載の身飾品。
【請求項３】
　前記線状の支持部材は前記支持孔の全長に亘って直線状態を保持し、前記支持孔の頂部
に線接触する請求項１又は２に記載の身飾品。
【請求項４】
　前記線状の支持部材は、その断面形状が前記支持孔の頂部に向けて先細り形状となり、
その先端に支持孔の頂部に線接触する尖り部を有する請求項１乃至３のいずれかに記載の
身飾品。
【請求項５】
　前記支持孔は、前記台座を水平方向に貫通している請求項１に記載の身飾品。
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【請求項６】
　前記支持孔は、装飾部材の重心点を通る鉛直線上であって、且つ前記重心点と装飾部材
の上端部との間に設けられている請求項１乃至５のいずれかに記載の身飾品。
【請求項７】
　前記フレームは、互いに離間して配置される一対のリング部材と、これら一対のリング
部材を連結する連結部材とを備え、前記一対のリング部材に異なるデザイン装飾が施され
ている請求項１に記載の身飾品。
【請求項８】
　前記装飾部材は支持部材にスライド可能に支持されており、このスライドを規制するス
トッパが前記装飾部材の両側付近に配置されている請求項１に記載の身飾品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダイヤモンドなどの宝石がフレームに対して揺動可能に支持された身飾品に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ダイヤモンドなどの宝石が揺動可能に支持された身飾品として、例えば特許文献
１及び特許文献２に記載されたペンダントトップが知られている。このペンダントトップ
は、ダイヤモンドなどの宝石とこの宝石を載置する台座部とからなる装飾部材をフレーム
の中心に配置し、装飾部材の両側に設けた丸環とフレーム側に設けた丸環とを連結するこ
とによって、装飾部材をフレームに対して揺動可能に支持するものであった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５４２４４３５号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１７５１１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記従来のぺンダントトップにあっては、装飾部材の両側に設けた丸環とフ
レーム側に設けた丸環とを連結する際、一方の丸環の一部を切り開き、その切り開いた部
分から他方の丸環に通したのち、切り開いた部分をロウ付けして再び丸環に戻す作業が必
要となっていた。しかしながら、上記の丸環が小さな部材であるために、切り開いた部分
をロウ付けして再び元通りの丸環に戻す作業に熟練を要すると共に、ロウ付けした丸環に
ゆがみが残り左右の丸環形状が多少でも異なっていると、装飾部材が十分に揺動しないお
それがあった。
【０００５】
　そこで、本発明が解決しようとする課題は、装飾部材をフレームに支持させるために熟
練を要していた作業を簡易なものにすると共に、フレームに対する装飾部材の揺動を十分
に得られるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係る身飾品は、フレームと、前記フレームの内側
空間に配置され、宝石とこの宝石を固定する台座とを備える装飾部材と、前記装飾部材の
台座に貫通された支持孔と、前記支持孔に挿通され両端が前記フレームに固定される線状
の支持部材と、を備え、前記支持孔の全長に亘って支持孔の頂部に線接触する前記線状の
支持部材によって前記装飾部材を前記フレームに対して揺動可能に支持する。
 
【０００７】
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　また、本発明に係る身飾品は、前記支持孔の断面形状が全長に亘って同一の円形であり
、前記線状の支持部材の断面形状が前記支持孔の頂部に向けて先細り形状となり、その先
端に支持孔の頂部に線接触する尖り部を有している。
【０００８】
　また、本発明に係る身飾品は、前記支持孔が装飾部材の重心点を通る鉛直線上であって
、且つ前記重心点と装飾部材の上端部との間に設けられている。
【０００９】
　さらに、本発明に係る身飾品は、前記フレームが互いに離間して配置される一対のリン
グ部材と、これら一対のリング部材を連結する連結部材とを備え、前記一対のリング部材
に異なるデザイン装飾が施されている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る身飾品によれば、フレームの内側空間に配置される装飾部材に支持孔を貫
通させ、この支持孔に線状の支持部材を挿通させ、この支持部材を前記支持孔の全長に亘
って支持孔の頂部に線接触させて装飾部材を揺動可能に支持するようにしたので、従来の
ような装飾部材とフレームとを丸環で連結する作業が不要となり、作業が極めて簡易なも
のになると共にフレームに対する装飾部材の揺動を十分に得ることができる。
【００１１】
　また、本発明に係る身飾品によれば、支持孔の断面形状を全長に亘って同一の円形とす
ると共に線状の支持部材の断面形状を前記支持孔の頂部に向けて先細り形状とし、その先
端に設けた尖り部を支持孔の頂部に線接触させて支持するようにしたので、装飾部材が全
体に亘って均等に支持されることで正面を向いての繊細な揺動が得られると共に、装飾部
材の左右側が前後にひねり動くのを抑えることができる。
【００１２】
　また、本発明に係る身飾品によれば、装飾部品に設けられる支持孔が装飾部材の重心点
を通る鉛直線上であって、且つ前記重心点と装飾部材の上端部との間に設定されているの
で、装飾部材を正面に向けて真っ直ぐ垂直に保つことが出来、装飾部材の微細な揺動を得
やすくなる。
【００１３】
　さらに、本発明に係る身飾品によれば、フレームを構成する一対のリング部材に異なる
デザイン装飾がそれぞれ施されているので、フレームの表裏を逆にすることで身飾品をリ
バーシブルに楽しむことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る身飾品の斜視図である。
【図２】前記身飾品の正面図である。
【図３】図２のIII-III断面図である。
【図４】前記身飾品の装飾部材を示す斜視図である。
【図５】前記装飾部材の側面図である。
【図６】図５のVI-VI断面図である。
【図７】前記装飾部材の平面図である。
【図８】前記身飾品のフレームを表裏逆にした斜視図である。
【図９】前記装飾部材の両側付近にストッパを配置した時の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付図面に基づいて、本発明に係る身飾品を詳細に説明する。図１乃至図８には
本発明の一実施形態に係るペンダントトップ１が示されている。このペンダントトップ１
は、宝石の一例としてのカットダイヤモンド３とこのカットダイヤモンド３を載置する台
座４とを有する装飾部材２と、この装飾部材２の周囲を取り囲むように配置されるリング
状のフレーム５とを備え、前記装飾部材２がフレーム５に対して揺動可能に支持されてい
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る。
【００１６】
　前記フレーム５は、互いに離間して配置された同一リング形状の表側リング部材５ａ及
び裏側リング部材５ｂと、これら一対のリング部材５ａ，５ｂを連結する連結部材５ｃと
を備える。連結部材５ｃは前記一対のリング部材５ａ，５ｂの円周上に沿って等間隔に複
数配置され、表側リング部材５ａと裏側リング部材５ｂとの間に所定の幅空間５ｄを設け
ている。前記装飾部材２はこの幅空間５ｄ内で前後に揺動する。なお、フレーム５の上端
連結部材５ｃ’にはペンダントトップ１を吊下げるためのチェーン６が掛けられている。
【００１７】
　前記一対のリング部材５ａ，５ｂには異なるデザイン装飾が施されている。この実施形
態では表側リング部材５ａには円周上に沿って配列された多数の粒宝石５ｅによるデザイ
ン装飾が施され、裏側リング部材５ｂには円周上に沿って多数のハート形の打抜き部５ｆ
によるデザイン装飾が施されている。このように、一対のリング部材５ａ，５ｂにそれぞ
れ異なるデザイン装飾を施すことで、図８に示したように、フレーム５の表と裏を逆にし
てペンダントトップ１をリバーシブルに楽しむことができる。なお、この実施形態におい
て、前記フレーム５は一対の円形のリング部材５ａ，５ｂによって構成されているが、必
ずしもこの形状に限定さるものではない。また、リングの一部が欠けていてもよく、さら
にフレームは角形形状であってもよい。
【００１８】
　前記装飾部材２は、図２に示されるように、フレーム５を正面から見た時の内側空間５
ｇのほぼ中央部に配置される。前述したように、装飾部材２はカットダイヤモンド３など
の宝石と、この宝石を固定する台座４とを有する。台座４は、図２及び図３に示されるよ
うに、正面から見た時の外形が略逆三角形状をなしており、その内側にカットダイヤモン
ド３のパビリオン３ａを収容するすり鉢状の凹部４ａが形成されている。また、台座４の
３つの頂点付近には爪部４ｂ，４ｃ，４ｄがそれぞれ設けられ、この爪部４ｂ，４ｃ，４
ｄをカットダイヤモンド３のガードル部３ｂ及びクラウン３ｄに係止させることで、台座
４にカットダイヤモンド３が固定される。
【００１９】
　また、図２乃至図６に示したように、前記台座４の上部には台座４の内部を左右方向に
貫通する支持孔７が設けられている。この支持孔７は水平方向に延びるトンネル状の孔で
、全長に亘って同一の断面形状からなる。また、台座４の左右の側面には前記支持孔７の
左右の開口端７ａ，７ｂが設けられ、この開口端７ａ，７ｂは図４に示したように、台座
４に設けられた一対の爪部４ｂ，４ｃの後方付近に位置している。前記支持孔７の開設位
置は、図５に示したように、台座４にカットダイヤモンド３を固定した時の両者の重心点
Ｐを通る鉛直線８上であって、且つ重心点Ｐと台座４の上端部４ｅの位置との間に設定さ
れるのが望ましい。このような位置に設定されることで、装飾部材２を正面に向けて真っ
直ぐ垂直に保つことが出来、装飾部材の微細な揺動が得やすくなる。また、装飾部材２が
揺動していない時にはカットダイヤモンド３のテーブル面３ｃ及びクラウン３ｄが上下に
傾くことなく真っ直ぐに正面を向く。さらに、図４に示したように、前記台座４の上部の
形状が背面から左右の側面に向けて曲面となっているため、前記支持孔７の左右の開口端
７ａ，７ｂがカットダイヤモンド３の正面側から見えず（図２参照）、見栄えが損なわれ
ることがない。
【００２０】
　前記支持孔７の断面形状は円形が望ましい。この実施形態では図５に示したように、断
面形状が真円形となっているが、楕円形であっても作用効果はほぼ同じである。支持孔７
の断面形状を円形とすることで、後述する線状の支持部材１０が常に支持孔７の頂部７ｃ
で装飾部材２を支持することができる。
【００２１】
　前記台座４に設けられた支持孔７には線状の支持部材１０が挿通される。この支持部材
１０は、ワイヤやピアノ線などの細い金属線、あるいは釣り糸に使われているような樹脂
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製糸を利用することができる。材質や線径は特に限定されないが、支持部材１０が撓むこ
となくピンと張った状態で装飾部材２を支持するのが望ましい。すなわち、図６に示した
ように、支持部材１０は、前記支持孔７の全長に亘って直線状態を保持することで支持孔
７の頂部７ｃに確実に線接触する。
【００２２】
　このように、台座４に貫通させた支持孔７の全長に亘ってその頂部７ｃに線状の支持部
材１０を線接触させ、支持部材１０の線接触によって装飾部材２を揺動可能に支持してい
るので、従来のような丸環による細かな連結作業が不要となり、組付け作業が極めて簡易
なものとなる。また、支持部材１０の線接触により装飾部材２が全体に亘って均等に支持
されることになり、フレームに対する装飾部材の微細な揺動が十分に得られるものとなる
。
【００２３】
　前記支持部材１０をフレームと同じ材質の金属線から形成した場合には、支持部材１０
の両端１０ａ，１０ｂをレーザ溶接によってフレーム５に固定することが出来る。支持部
材１０の両端１０ａ，１０ｂは、一対のリング部材５ａ，５ｂを連結する連結部材５ｃに
固定されるが、この実施形態では複数の連結部材５ｃの中でも、図１に示したようにフレ
ーム５の中央部に位置する左右の中央連結部材５ｃ’’にそれぞれ固定される。また、前
述したように、前記装飾部材２が表側リング部材５ａ及び裏側リング部材５ｂから出っ張
ることがないように、中央連結部材５ｃ’’の長手方向のほぼ中央位置に固定されている
。
【００２４】
　この実施形態において、前記線状の支持部材１０は、図５に示したように、その断面形
状が支持孔７の頂部７ｃに向けて先細り形状になっており、その先端部に支持孔７の頂部
７ｃに接触する尖り部１０ｃを有している。この尖り部１０ｃは、支持部材１０の全長に
亘って形成されており、図６に示したように、支持孔７の一方の開口端７ａから他方の開
口端７ｂまで全長に亘って支持孔７の頂部７ｃに線接触している。
【００２５】
　このように、支持孔７の全長に亘って支持孔７の頂部７ｃに支持部材１０の尖り部１０
ｃが線接触した状態で装飾部材２を揺動可能に支持するため、装飾部材は全体に亘って均
等に支持されることになり、正面を向いての繊細な揺動が得られ易くなる。また、図７に
二点鎖線で示したように、装飾部材２が揺動する際には装飾部材２の左右側が前後にひね
り動くのを効果的に抑えることができる。そのため、カットダイヤモンド３のテーブル面
３ｃが常に正面を向いた状態で装飾部材２を揺動させることができる。
【００２６】
　なお、前記装飾部材２は線状の支持部材１０にスライド可能に支持されている。そこで
、図９に示したように、装飾部材２のスライドを規制するためのストッパ１１ａ，１１ｂ
を前記装飾部材２の両側付近に配置してもよい。
【符号の説明】
【００２７】
　１　ペンダントトップ（身飾品）
　２　装飾部材
　３　カットダイヤモンド（宝石）
　３ａ　パビリオン
　３ｂ　ガードル部
　３ｃ　テーブル面
　３ｄ　クラウン
　４　台座
　４ａ　凹部
　４ｂ，４ｃ，４ｄ　爪部
　４ｅ　上端部
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　５　フレーム
　５ａ　表側リング部材
　５ｂ　裏側リング部材
　５ｃ　連結部材
　５ｃ’　上端連結部材
　５ｃ’’　中央連結部材
　５ｄ　幅空間
　５ｅ　粒宝石
　５ｆ　打抜き部
　５ｇ　内側空間
　６　チェーン
　７　支持孔
　７ａ，７ｂ　開口端
　７ｃ　頂部
　８　　鉛直線
　１０　線状の支持部材
　１０ａ，１０ｂ　両端
　１０ｃ　尖り部
　１１ａ，１１ｂ　ストッパ
　Ｐ　重心点
 

【要約】
【課題】　装飾部材をフレームに支持させるために熟練を要していた作業を簡易なものに
すると共に、フレームに対する装飾部材の揺動を十分に得られるようにするものである。
【解決手段】　フレーム５と、前記フレーム５の内側空間に配置される装飾部材２と、前
記装飾部材２に貫通された支持孔７と、前記支持孔７に挿通され両端が前記フレーム５に
固定される線状の支持部材１０と、を備え、前記支持孔７の全長に亘って支持孔７の頂部
７ｃに線接触する前記線状の支持部材１０によって前記装飾部材２を前記フレーム５に対
して揺動可能に支持する身飾品。
【選択図】　図３



(7) JP 6124429 B1 2017.5.10

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(8) JP 6124429 B1 2017.5.10

【図５】 【図６】
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